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※
本
会
は
善
行
精
神
の
普
及
と
善
行
の
実
践
を
通
し
て
明
る
い
住
み
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。
会
員
会
費
と
個
人･

企
業
・
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
賛
助
金
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
広
く
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

２
面
へ
つ
づ
く

成
人
（
大
人
と
な
る
こ
と
）

と
し
て
社
会
が
認
め
る
最
大

の
要
因
は
、
ひ
と
り
立
ち
し

て
「
生
き
て
ゆ
け
る
人
」、

い
わ
ゆ
る
生
き
る
為
に
「
働

け
る
人
」
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
「
働
け
る
人
」

と
は
ど
の
よ
う
な
人
で
あ
り

ま
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、
ひ
と
言
で
云
う

と
社
会
に
出
て
「
職
業
」
に

就
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

職
業
は
、
第
一
次
産
業
か

ら
第
二
次
、
第
三
次
産
業
と

あ
ら
ゆ
る
産
業
分
野
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
産
業

分
野
そ
れ
ぞ
れ
に
必
要
不
可

欠
な
職
業
が
存
在
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
各
産
業
分
野

そ
れ
ぞ
れ
に
必
要
な
職
業
群

も
、
社
会
の
変
化
に
伴
っ
て

変
化
を
し
て
ゆ
き
ま
す
。
こ

の
変
化
に
対
応
で
き
る
知

識
・
技
能
・
技
術
こ
そ
が
、

常
に
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
る

職
業
能
力
と
い
え
ま
し
ょ

う
。

最
近
の
我
が
国
に
お
け
る

経
済
社
会
の
変
化
は
ま
こ
と

に
著
し
く
、
高
度
経
済
成
長

期
か
ら
バ
ブ
ル
期
ま
で
と
は

比
較
に
な
ら
な
い
程
、
私
た

ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き

な
変
化
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

特
に
バ
ブ
ル
期
の
雇
用
環

境
は
、
求
職
数
よ
り
求
人
数

が
大
き
く
勝
っ
て
い
た
為
、

若
い
と
言
う
だ
け
で
、
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
と
し
て
必
要
と
す

る
基
本
的
な
礼
儀
作
法
い
わ

ゆ
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
そ

し
て
読
み
・
書
き
・
計
算
の

能
力
が
備
わ
っ
て
い
な
く
て

も
、
採
用
さ
れ
た
時
代
で
あ

り
ま
し
た
。
ま
し
て
や
専
門

的
能
力
（
知
識
・
技
能
・
技

術
等
）
な
ど
は
ま
っ
た
く
問

わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
学
歴
的
に

は
大
学
・
短
大
は
卒
業
し
て

い
ま
す
、
と
い
っ
た
具
合
で

あ
り
ま
し
た
。
言
い
替
え
れ

ば
、
企
業
・
社
会
が
、
雇
用

の
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス

如
何
だ
け
で
判
断
を
し
、
真

の
職
業
能
力
が
備
わ
っ
て
い

な
く
て
も
採
用
を
し
て
き
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

職
業
能
力
は
、
身
体
い
わ

ゆ
る
五
体
で
必
要
な
知
識
・

技
能
・
技
術
を
修
得
し
、
与

え
ら
れ
た
課
題
を
着
実
に
適

切
に
実
践
で
き
、
期
待
さ
れ

た
成
果
を
挙
げ
ら
れ
る
能
力

を
指
す
の
で
す
。

バ
ブ
ル
経
済
後
、
国
際
的

な
影
響
に
よ
り
日
本
経
済
の

牽
引
役
で
あ
っ
た
金
融
・
証

券
・
生
保
・
損
保
そ
し
て
建

設
業
は
大
打
撃
を
も
ろ
に
受

け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
要
因
等
が

重
な
り
、明
治
時
代
か
ら
面
々

と
引
き
継
が
れ
て
き
た
日
本

国
の
国
家
と
し
て
の
基
本
的

な
在
り
方
、
政
治
、
行
政
、

教
育
、
地
方
自
治
に
お
い
て

も
制
度
疲
労
を
起
こ
し
て
お

り
、
総
て
に
わ
た
り
見
直
し

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
教
育
は
国
家
に
と
っ

て
最
も
重
要
な
課
題
で
あ

り
、「
国
家
百
年
の
計
は
人

を
植
え
る
に
在
り
」
と
申
し

ま
す
。

子
供
か
ら
大
人
の
成
長
過

程
は
次
の
通
り
で
す
。

０
歳
～
五
歳
ま
で　

身
体

を
動
か
す
こ
と
を
教
え
る
。

突
進
攻
撃
・
推
進
力
を
養
う
。

動
く
・
歩
く
こ
と
で
積
極
性

が
身
に
つ
き
又
数
多
く
の
経

験
を
す
る
。

　
　
　
　
　群
馬
県
・
前
橋
市
中
央
カ
レ
ッ
ジ
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　学
校
法
人 

有
坂
中
央
学
園
・
学
校
法
人 

中
央
総
合
学
園

　代
表
理
事
長

　中

　島

　利

　郎

職
業
教
育
と
専
門
学
校
五
歳
～
十
歳
ま
で　

 

学
習

す
る
こ
と
を
教
え
る
。
動
い

た
結
果
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
・

工
夫
・
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ

る
。
知
識
や
知
恵
が
吸
収
さ

れ
る
。

十
歳
～
十
五
歳
ま
で　

親

と
離
れ
て
対
人
関
係
を
学

ぶ
。
友
人
と
の
和
合
性
、
守

る
こ
と
、
耐
え
る
こ
と
、
沈

黙
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教

え
る
。

十
五
歳
～
二
十
歳
ま
で　

自
己
主
張
を
教
え
る
。
話
を

し
文
章
で
自
分
の
意
志
を
適

切
に
伝
え
る
、
発
表
し
主
張

す
る
言
葉
の
能
力
を
養
う
。

た
だ
言
う
だ
け
で
な
く
礼
に

沿
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

二
十
歳
～
二
十
八
歳
ま
で

人
間
的
魅
力
を
養
う
。
人
に

奉
仕
す
る
精
神
、
信
用
、
信

頼
の
大
切
さ
を
教
え
る
。　

な
ぜ
二
十
五
歳
ま
で
で
な

く
二
十
八
歳
か
と
い
う
と
、

人
間
的
魅
力
は
五
年
で
は
身

に
つ
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
成
長
段
階
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
世
に
生

を
受
け
人
間
と
し
て
「
生

き
る
」
そ
し
て
「
働
く
」
こ

と
の
大
切
さ
を
、
我
が
子
に

幼
少
の
頃
か
ら
教
え
続
け
る

こ
と
が
親
と
し
て
の
責
務
で

あ
り
、
社
会
全
体
の
使
命
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
職
業
に
就
く

こ
と
の
意
義
と
働
く
こ
と
の

大
切
さ
を
修
得
す
る
人
材
に

な
っ
て
ゆ
く
も
の
と
信
じ
ま

す
。

ふる里自慢ふる里自慢

ふ
る
里
自
慢

ふ
る
里
自
慢

柳
川
市
は
、
福
岡
県
の
南

部
筑
後
地
方
の
南
西
部
に
位

置
す
る
市
で
す
。
水
郷
柳
川

と
し
て
有
名
で
、
街
の
中
を

縦
横
に
流
れ
る
「
掘
割
」
を

ゆ
っ
た
り
と
一
時
間
十
分
の

舟
遊
び
が
で
き
ま
す
。
し
だ

れ
柳
が
映
え
、
赤
煉
瓦
の
並

倉
も
風
情
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

夏
は
幻
想
的
な
夜
の
『
灯

り
舟
』
冬
は
ど
ん
こ
舟
に
火

鉢
を
入
れ
た
こ
た
つ
を
乗
せ

て
ポ
カ
ポ
カ
温
ま
り
な
が
ら

進
む
『
こ
た
つ
舟
』
な
ど
一

年
中
を
通
し
て
風
情
漂
う
川

下
り
を
楽
し
め
ま
す
。
ま
た

市
内
に
は
、
摂
氏
五
十
度
前

後
の
天
然
温
泉
が
湧
き
出
て

い
て
、
そ
の
温
泉
を
利
用
し

た
足
湯
や
宿
も
あ
り
、
癒
し

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
十
世
紀
の
日
本
の
近
代

文
学
に
偉
大
な
足
跡
を
残
し

た
詩
聖
・
北
原
白
秋
が
生
ま

れ
育
ち
、
最
も
愛
し
た
街
柳

川
。
北
原
白
秋
は
、
聴
い
た

ら
誰
も
が
知
っ
て
い
る
童
謡

『
こ
の
道
』『
待
ち
ぼ
う
け
』

『
か
ら
た
ち
の
花
』『
雨
ふ
り
』

な
ど
今
も
語
り
継
が
れ
る
作

品
を
数
多
く
残
し
て
い
ま
す
。

筑後の歴史と名所案内

福 岡 県 筑 後 支 部

白
秋
生
家
や
白
秋
記
念
館
も

あ
り
、
北
原
白
秋
を
身
近
に

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

柳
川
地
方
に
は
、
昔
か
ら

女
の
子
が
生
ま
れ
る
と
初
節

句
に
雛
壇
と
一
緒
に
色
と
り

ど
り
の
『
さ
げ
も
ん
』
を
飾

り
、
盛
大
に
祝
う
の
が
習
わ

し
で
す
。『
さ
げ
も
ん
』
と

は
、
縁
起
の
良
い
鶴
や
ウ
サ

ギ
、
ひ
よ
こ
、
這
い
人
形
等

の
布
細
工
と
鮮
や
か
な
糸
で

巻
き
上
げ
た
柳
川
ま
り
を
組

み
合
わ
せ
て
吊
る
し
た
飾
り

で
す
。

女
の
子
の
幸
せ
と
健
康
、

無
病
息
災
、良
縁
を
願
う
『
さ

げ
も
ん
』
は
、
親
か
ら
子
・

子
か
ら
孫
へ
と
今
も
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。『
柳
川
雛
祭

り
』『
さ
げ
も
ん
め
ぐ
り
』
は
、

二
月
中
旬
頃
か
ら
四
月
三
日

ま
で
開
催
さ
れ
、『
お
雛
様

パ
レ
ー
ド
』・『
流
し
雛
祭
り
』

も
行
わ
れ
て
い
て
多
く
の
観

光
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

有
明
海
の
恵
み
と
広
大
な

筑
後
平
野
に
抱
か
れ
た
柳
川

に
は
、
約
二
千
年
前
の
弥
生

時
代
か
ら
営
ま
れ
る
悠
久
の

歴
史
が
あ
り
ま
す
。
今
は
、

初
代
柳
川
藩
主
・
立
花
宗
茂

の
王
室
、
闇
千
代
の
生
誕

四
百
五
十
年
に
合
わ
せ
て
立

花
宗
茂
と
闇
千
代
を
主
人
公

に
し
た
大
河
ド
ラ
マ
の
誘
致

活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　　兵
庫
県
支
部

秋
季
善
行
表
彰
伝
達
式

の
開
催

令
和
元
年
度
秋
季
善
行
表

彰
伝
達
式
を
、
令
和
元
年

十
二
月
八
日
（
日
）
神
戸
市

中
央
区
の
湊
川
神
社
「
楠
公

会
館
」
に
て
、
松
本
剛
明
衆

議
院
議
員
、
末
松
信
介
参
議

院
議
員
（
秘
書
中
西
健
士
氏
）

を
始
め
、
川
島
隆
司
兵
庫
県

青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
連
絡

協
議
会
会
長
、
清
水
玲
子
兵

庫
県
青
少
年
補
導
委
員
連
合

会
会
長
等
多
数
の
ご
来
賓
の

ご
臨
席
を
賜
り
盛
大
に
開
催

し
た
。

表
彰
伝
達
式
は
二
部
制
と

し
、
第
一
部
表
彰
伝
達
式

が
、
司
会
に
久
保
事
務
局
長

の
下
、
開
会
式
の
幕
が
あ
け
、

髙
部
副
支
部
長
の
開
会
の
こ

と
ば
が
あ
り
、
服
部
支
部

長
か
ら
受
賞
者
一
人
ひ
と
り

に
、
表
彰
状
、
善
行
章
、
略

章
等
が
授
与
さ
れ
た
。

続
い
て
、
ご
来
賓
の
川
島

隆
司
兵
庫
県
青
少
年
補
導
セ

ン
タ
ー
連
絡
協
議
会
会
長
よ

り
祝
辞
を
賜
り
、
ま
た
、
松

本
剛
明
衆
議
院
議
員
（
代
理

小
松
利
仁
事
務
所
所
長
）
よ

り
来
賓
代
表
挨
拶
を
賜
っ

た
。
受
賞
者
代
表
と
し
て
、

清
水
玲
子
兵
庫
県
青
少
年
補

導
委
員
連
合
会
会
長
よ
り
お

礼
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

本
式
典
に
対
し
、
多
数
の
祝

電
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
を
松
田

副
支
部
長
よ
り
披
露
し
、
最

後
に
、
有
野
副
支
部
長
の
閉

会
の
言
葉
で
、
第
一
部
が
閉

会
し
た
。

引
き
続
き
隣
室
に
お
い
て
、

第
二
部
の
祝
賀
懇
親
会
が
行

わ
れ
、
司
会
に
柳
瀬
事
務
局

次
長
に
よ
り
開
会
、
服
部
支

部
長
よ
り
開
会
の
言
葉
が
あ

り
、
お
祝
い
の
言
葉
を
末
松

信
介
参
議
院
議
員
（
秘
書
中

西
健
士
氏
）、
第
二
部
か
ら
お

見
え
に
な
っ
た
松
本
剛
明
衆

議
院
議
員
よ
り
賜
り
、
乾
杯

を
寺
澤
支
部
相
談
役
の
音
頭

で
祝
宴
が
始
ま
り
、
盛
況
で

和
や
か
な
祝
宴
と
な
り
、
最

後
に
閉
会
の
こ
と
ば
を
宮
村

副
支
部
長
か
ら
次
回
の
再
会

（
支
部
新
年
交
礼
会
）
を
約

束
、
参
会
者
の
ご
多
幸
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
散
会
し
た
。

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り




